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第３２回職業リハビリテーション研究・実践発表会

能力に応じた業務の選定に関する検討①

ー ジョブマッチングシートの作成 ー
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第32回職業リハビリテーション研究・実践発表会

1.会社概要

会 社 名 ： 株式会社ドコモ・プラスハーティ
（NTTドコモ特例子会社）

所 在 地 ： 東京都豊島区東池袋３－１６－３
アーバンネット池袋ビル

設 立 日 ： 2015年10月1日（木）
営業開始日 ： 2015年12月1日（火）
資 本 金 ： ４０百万円
株 主 ： NTTドコモ（１００％）
代表取締役社長 本 昌子
従 業 員 数 ： １４３名（うち、障がい者９２名）

※ 出向含む、役員除く

主な事業内容 ： ビル清掃受託業務
ドコモ各社障がい者雇用・定着の支援

＊2024年4月現在

・重度の知的障がいのある方を中心とした自社採用
・グループ各社の障がいのある方の採用・定着支援

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

１．はじめに

社会情勢の変容

• テクノロジーの進化

• リモートワークの拡大

• ペーパーレス化

etc…

仕事内容の変容

• PC事務処理のAI化

• 出社業務の縮小

• 紙媒体作業の減少

etc…

今までの在り方を見直し、変化への対応が問われている！

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望



仕事内容の変容

• PC事務処理のAI化

• 出社業務の縮小

• 紙媒体作業の減少

etc…
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．課題

業務の拡大や仕事づくりなど新規業務への取り組みが求められている！

～現行業務における影響～

困難

給与（工賃）・雇用の保証

清掃エリアの減少

DM産業の減少

データ入力業務の減少
見込まれる

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

２．課題

社員（利用者）の就労能力と業務内容を適正に判断する基準が必要！

• 社員（利用者）の基礎情報となるアセスメント項目がない（もしくは実情に則していない）

能力を客観的に把握できていない

• 社員（利用者）に必要な合理的配慮事項等が整理されていない

能力を最大化するための手立てや障害特性に対する配慮事項が場当たり的

• 新規業務に求められる能力が不透明

社員（利用者）に適した業務なのかどうかが判断しにくい（経験と勘に委ねられる）

～新規業務拡大に向けて～

障壁となる要素

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３．目的～能力に応じた業務の選定ツールの開発～

ジョブマッチングシートの作成

① 社員（利用者）の就労能力と業務
で求められる能力を整理する。

② アセスメント結果を一元管理し
支援課題の共通認識を高める。

③ 就労能力に応じた業務を選定し
無理なミスマッチを防ぐ。

主なねらい

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３．目的～能力に応じた業務の選定ツールの開発～

ジョブマッチングシートの作成

• 新規事業（業務）との適性判断を円滑にする

• 社員（利用者）の能力の傾向から新規事業（業務）づくりを検討する

• 能力を可視化し強みと要配慮事項を明確にする

• 就労において必要な能力を現場の実態から整理する

• 障害のできる限り重い方から軽い方までを対象とした項目とする

⇒企業と福祉サービスの連携（就労継続支援B型～企業就労を想定）

作成にあたってのポイント

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３．目的～能力に応じた業務の選定ツールの開発～

ジョブマッチングシートの作成

福祉と企業の連携プロジェクト

• 一般就労を目指す基準となる

• 作業スキルの幅を広げる

• 企業ニーズの把握

• 福祉と企業の直線的なキャリア形成

メリット 【福祉】

• 障害の重い方の支援の観点を得る

• 合理的配慮に関するノウハウの拡大

• 福祉と企業の直線的なキャリア形成

• 地域ニーズの把握

メリット 【企業】

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

３．目的～能力に応じた業務の選定ツールの開発～

ジョブマッチングシートの作成

• ストレスの軽減 （無理のない業務提供／適正配置）

• 合理的配慮環境の整備

• 企業と福祉サービスの一貫した評価基準の設定 （育成項目の一貫化）

• 就労能力の向上 （段階に応じたキャリアアップの実現）

• 職域の拡大

• 生産性の向上

• 新規事業検討の判断材料の強化 （ミスマッチの軽減）

• 組織の成長

見込まれる主な効果

はじめに 課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

今後の展望
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step１／就労アセスメントに関する先行事例の調査

調査リスト

就労支援のためのアセスメントシート 高障求１

ICF WHO：世界保健機関10

動作分析 産業能率大学11

各種関係機関による作成資料 関係機関12

ワークサンプル幕張版 高障求2

就業支援ハンドブック 高障求3

就労系障害福祉サービスにおける職業的アセスメントハンドブック 厚労省4

就労移行支援事業所による就労アセスメント実施マニュアル 厚労省5

就労パスポート 厚労省6

在宅における就労移行支援のありかた研究会 厚労省7

生活適応支援チェックリスト 教育実践研究支援センター8

心身機能チェックリスト 教育実践研究支援センター9

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

はじめに 課題 目的 今後の展望
ジョブマッチング
シートについて
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step１／就労アセスメントに関する先行事例の調査

調査結果

項目の領域分け

・各文献で表現は異なるが就労に関わる部分のみ大きく分けると「４領域」程度に整理できる。

・基本的には「スキル」「意欲／態度」「コミュニケーション」「生活」が軸となっている。

具体的な項目の表示レベル

・具体と抽象が混在している項目が多い。

評価方法

・高精度のものは条件設定や手続きなどが指定されており安定感もあるが評価に時間を要する。

結果の示し方

・結果が集約されたページがあると使いやすい。

・就労場面のみでは確認できない項目も多い。

・評価方法を段階性などで統一すると質問項目が増える。

・レーダーチャートやグラフ等で可視化されると見やすい。

・評価者により判断が異なる可能性が高い。

・作業スキルに着目した項目は少ない。

・煩雑な仕組みは使い難い。

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

項目の領域分け 〜共通する４つの領域での整理〜

コミュニケーション

文
献

就労系障害福祉
サービスにおける
職業的アセスメン
トハンドブック

就労支援の
ためのアセス
メントシート

就業支援
ハンドブック

ワーク
サンプル
幕張版

就労移行支援事
業所による

就労アセスメント
実施マニュアル

領
域

就労
パスポート

在宅における
就労移行支援

の
ありかた研究

会

生活適応支援
チェック
リスト

心身機能
チェック
リスト

ICF

・作業遂行
・職業生活
・対人関係

・OA作業
・事務作業
・実務作業

・職業適正
・基本的労働習
慣
・対人機能
・日常生活管理
・健康管理

・医学的
・心理的
・社会的
・職業的
・教育的
・文化的
・経済的など

・身体的
・教育的
・職業的
・心理的
・経済的
・職業選択

・職業経験
・仕事上のアピー
ルポイント
・体調管理
・希望する働き方
・コミュニケー
ション
・作業遂行

・職業スキル
・コミュニ
ケーション
・自宅環境
・調整項目

・心身機能
・活動と参加

・はたらく
・くらす
・関わる
・学ぶ/楽しむ

・心身機能
・身体構造
・活動と参加
・環境因子

作業スキル 意欲／態度 生活

職業能力 就労能力 対人能力 職業生活能力

・作業遂行
・職業生活
・対人関係

・OA作業
・事務作業
・実務作業

・職業適正
・基本的労働習
慣
・対人機能
・日常生活管理
・健康管理

・医学的
・心理的
・社会的
・職業的
・教育的
・文化的
・経済的など

・身体的
・教育的
・職業的
・心理的
・経済的
・職業選択

・職業経験
・仕事上のアピー
ルポイント
・体調管理
・希望する働き方
・コミュニケー
ション
・作業遂行

・職業スキル
・コミュニ
ケーション
・自宅環境
・調整項目

・心身機能
・活動と参加

・はたらく
・くらす
・関わる
・学ぶ/楽しむ

・心身機能
・身体構造
・活動と参加
・環境因子

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

４つの領域での整理

職業準備性ピラミッド

出典：高齢・障害・求職者雇用支援機構

具体的な作業スキルに関する項目が不十分 ジョブマッチングとしては情報不足！

〜職業準備性ピラミッドとの整合性〜

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

職業における具体的なスキルとは 〜動作分析による整理〜

【動作分析】・・・[例]テーブルを拭く

＊行為は動作とそれを支える理解・判断で構成されれいる。

作成：菅野敦（東京学芸大学）

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

職業における具体的なスキルとは 〜「職業」の分析〜

1位 生産工程 37.8%

3位 運輸・清掃・包装等 16.3%

知的障害のある人の雇用先

出典：平成30年度障害者雇用実態調査

（日本標準産業分類の大分類体系）

1. 接客・販売

2. 飲食・宿泊

3. 教育・学習支援

4. 医療・福祉

5. 不動産・物品賃貸業

6. 金融・保険

7. 生活関連・娯楽

サービス

2位 22.4%サービス

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4



第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

職業における具体的なスキルとは
〜「仕事/作業」の分析〜

主要職業における主な作業工程

デパート

1. 商品を包装
2. 在庫の確認と補充
3. 会計
4. 店内の清掃
5. 商品の値札付け、陳列の工夫

ホールスタッフ

1. メニューの提示
2. メニューの説明
3. 注文の入力
4. 食事の運搬
5. 下膳

スーパー

1. 商品の補充
2. 陳列（整頓）
3. 倉庫管理
4. 接客
5. 賞味消費期限/値引き管理

コンビニ

1. 会計
2. 接客
3. 清掃
4. ゴミ出し
5. 商品の納品と陳列

検索元

レジスタッフ

1. レジスターの操作
2. 金銭の受け取り
3. 店内商品の案内
4. 店内の整頓
5. 特売品等の記憶

カフェ

1. 清掃
2. 商品提供（セルフ/配膳）
3. 食器洗浄
4. 会計
5. 資材の補充

ベーカリー

1. パンの包装
2. 会計
3. 清掃
4. パンの陳列
5. 陳列ディスプレイの工夫

パティシエ

1. 計量
2. 型への流し込み
3. ミキサー等での混合
4. オーブン～型出し
5. 生地の成形（ナイフ等の活用）

倉庫作業員

1. 品物を倉庫に運搬して保管
2. 品物と伝票の照合
3. 出荷準備
4. フォークリフトの操作
5. PC等による在庫管理

こん包作業員

1. こん包する商品の確認
2. こん包方法の決定
3. 宛名/荷札の貼付
4. こん包商品の段ボール詰め
5. こん包商品のビニール詰め

レストランスタッフ

1. マニュアルに従い調理する
2. 店内の清掃
3. 注文を受ける
4. 会計する
5. 食器等の洗浄

惣菜製造

1. 盛り付け
2. 容器へのパック詰め
3. 容器の洗浄
4. 食材混合、加熱処理
5. 食材/調味料/器具の準備

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

16
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

職業における具体的なスキルとは〜「活動」の分析〜

領
域

動
作

理
解
・判
断

特
殊
性

専
門

知
識

・腕：伸ばす
・腕：縮める
・手指：押す
・手指：引く
・つかむ
・つまむ
・ひねる
・放す
・保持する

データ入力

・ー
・ー
・線を辿る
・円を描く

・力加減(強

弱)

・数値/記号
・ー
・選定
・照合
・位置
・量
・ー
・ー
・ー
・ー
・回数

OA事務

必要

・腕：伸ばす
・腕：縮める
・手指：押す
・手指：引く
・つかむ
・つまむ
・ひねる
・放す
・保持する

清拭

・運ぶ
・平行を保つ
・線を辿る
・円を描く

・力加減(強弱)

・数値/記号
・長さ/幅
・選定
・照合
・位置
・量
・角度
・向き
・速度
・高さ
・回数

清掃

ー

・腕：伸ばす
・腕：縮める
・手指：押す
・手指：引く
・つかむ
・つまむ
・ひねる
・放す
・保持する

基本項目

・運ぶ
・平行を保つ
・線を辿る
・円を描く

・力加減(強弱)

・数値/記号
・長さ/幅
・選定
・照合
・位置
・量
・角度
・向き
・速度
・高さ
・回数

ー

…

分析①

領
域

基
礎
能
力

データ入力

OA事務

基本項目

・計算
・時計（時間）
・日付
・定型文の操作
・空間の認知

・五十音
・漢字
・アルファベット
・数字

・同じ/違う
・大/小
・多/少
・長/短
・強/弱
・速/遅
・高/低
・左/右/中心
・厚/薄
・暑/寒
・熱/冷
・軽/思
・色
・形

概念の理解

言語等の理解

その他

清拭

清掃

・ー
・ー
・ー
・ー
・空間の認知

・ー
・ー
・ー
・ー

・同じ/違う
・大/小
・多/少
・長/短
・強/弱
・速/遅
・高/低
・左/右/中心
・厚/薄
・ー
・ー
・軽/思
・色
・形

概念の理解

言語等の理解

その他

・ー
・ー
・ー
・ー
・ー

・五十音
・漢字
・アルファベット
・数字

・同じ/違う
・大/小
・多/少
・長/短
・強/弱
・速/遅
・高/低
・左/右/中心
・ー
・ー
・ー
・軽/思
・色
・形

概念の理解

言語等の理解

その他

…

分析②

行為

領
域

動
作

専門知識

・腕：伸ばす
・手指：押す

データ入力

OA事務

必要

・腕：伸ばす
・手指：押す
・つかむ
・保持する

清拭

清掃

ー

作業

活動

理
解
・判
断

・力加減(強

弱)

・数値/記号
・選定
・位置

・力加減(強

弱)

・選定
・位置
・角度
・向き
・速度
・回数

特
殊

・平行を保つ
・線を辿る

同
時
動
作

613

入力拭く

・腕：伸ばす
・手指：押す

必要

・腕：伸ばす
・手指：押す
・つかむ
・保持する

・力加減(強弱)

・数値/記号
・選定
・位置

・力加減(強弱)

・選定
・位置
・角度
・向き
・速度
・回数

ー・平行を保つ
・線を辿る

入力拭く

同
時
動
作

同時動作数 613

専門知識

…

分析③

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

職業における具体的な作業スキルとは

「基本項目」に加え「応用項目」を習得することで職域の拡大に繋がる！

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step２／領域の確定

２つの領域 ＋ ４つの大項目

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step２／領域の確定

ジョブマッチングシートの設計図

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step３／具体的な項目づくり

中項目の評価レベル アセスメント領域 Ⅰ

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step３／具体的な項目づくり

小項目の評価レベル アセスメント領域 Ⅰ

抜粋

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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アセスメント領域 Ⅱ

第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step３／具体的な項目づくり

中項目の評価レベル

抜粋

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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アセスメント領域 Ⅱ

第３2回職業リハビリテーション研究・実践発表会

４．Step３／具体的な項目づくり

中項目の評価レベル

作業に必要な能力を「動作」「理解/判断」「特殊性」の観点に細分化して評価

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step4／結果の示し方

レーダーチャートの活用

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

 職業スキル/就労スタンス/規律・就労意欲/対人スキル/職業生活 / 点  

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

/ 点

未実施/未確認「ー」※総合点に反映されていない要素 / 点

 作業スキル

26 30 87%

28

能力評価シート

評価

38 50 76%

職業適性

総合評価

15 40%

30

15

55 93%

45 96%

80%

30 83%

35 80%

51

 就労スタンス

 規範/就労意欲

 対人スキル

 就労基盤

 職業スキル

43

30

6

 同時操作

 動作

 理解判断　
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 特殊性

 専門知識

製造 94%

100%

12

31 45 69%

87%
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封入

業務パフォーマンス

94%
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81%

84%
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※ 1

※ 1

※ 1 高難易の項目のため「x3」で評価

( C )

※ 2

※ 2 パセーテージが「０％」に近いほど総合評価の精度が向上
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1
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能
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( B )
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就

業

能

力
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( A + C ) / 2
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４．Step4／結果の示し方

レーダーチャートの活用

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step4／結果の示し方

レーダーチャートの活用

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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４．Step4／結果の示し方

ジョブマッチング機能

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

28

83%

封入

業務パフォーマンス

94%

製造 94%

87%

総合評価

職業適性 ( C )

( A + B ) / 2

( A + C ) / 2

基礎能力
（概念理解等）

領域Ⅱ
（就業能力）

業務と個人をそれぞれ
同一項目でアセスメント

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

「業務」と「社員の能力」をそれぞれ同一の項目でアセスメント

一致度

一致度を数値化 職業適性
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４．Step4／結果の示し方

ジョブマッチング機能

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

29
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封入

業務パフォーマンス

94%

製造 94%

87%

総合評価

職業適性 ( C )

( A + B ) / 2

( A + C ) / 2

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

多種の「業務」アセスメントをデータベースとして蓄積

データベース

基礎能力
（概念理解等）

領域Ⅱ
（就業能力）

業務と個人をそれぞれ
同一項目でアセスメント

一致度
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４．Step4／結果の示し方

ジョブマッチング機能

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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83%

封入

業務パフォーマンス

94%

製造 94%

87%

総合評価

職業適性 ( C )

( A + B ) / 2

( A + C ) / 2

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

多種の「作業」毎に一致度を蓄積

一致度
基礎能力
（概念理解等）

領域Ⅱ
（就業能力）

一致度

業務と個人をそれぞれ
同一項目でアセスメント
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４．Step4／結果の示し方

ジョブマッチング機能

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて
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業務パフォーマンス

94%

製造 94%

87%

総合評価

職業適性 ( C )

( A + B ) / 2

( A + C ) / 2

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

就労を支える「基盤能力」と「職業適性」を掛け合わせ職種ごとの能力の発揮度合いを表示

領域Ⅰ
（基盤能力）

職業適性

業務パフォーマンス

（各職種毎の能力発揮見込み指数として算出）
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５．今後の展望

はじめに 今後の展望課題 目的
ジョブマッチング
シートについて

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4

想定される課題

知的障害を想定して作成したが、他の障害でも活用可能かどう
かの検討

経年での変化を把握できるページの必要性

アセスメント項目数の妥当性を継続検証
→質問項目の理解度、評価結果の一致率、所要時間の検討

領域Ⅰ

全般

領域Ⅱ

動作分析を用いたアセスメントは専門性を問われる部分がある
→一般的かつ分かりやすい作業工程を更に継続検討

職業毎の作業能力マスターを充実させるには具体的な作業
現場での調査が必要
→現場視察の機会を充実させていく必要性（協力機関の拡大）

32


